
ブレイン・マシン・インタフェースBMIの用途展開 

本書で取り上げる技術対象 

ブレイン・マシン・インタフェース BMIという用語をご存知ですか。脳の活

動をセンサで読み取りコンピュータに入力するインタフェースです。注意力が

低下したドライバの事故防止に備える自動運転、食感・香り、音楽などの感情

や好みにあう商品マーケティング、ストレスとヘルスケア、健康と睡眠など、

さらには生活ロボティックスなどの技術革新に直結する最先端の脳科学が拓く

次世代のひとと暮らし、社会に直結する次世代技術です。東京大学、広島大学、

東工大、熊本大学などのほか、産総研やグーグル、島津製作所やトヨタ自動車、

日産自動車、日本電気、サッポロビールやパナソニック、ソニー、富士通など、

国内外のいろいろな研究機関や企業から様々な特許出願が生み出されています。

これらの BMI技術の最先端を最新の特許情報で探るガイドブックです。ぜひ、

情報時代の研究開発ターゲットに特許俯瞰ガイドとしてご利用ください。 
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◆ガイドマップの説明 

観点（アングル） 件数 定義 
脳活動を知るインタ

フェース 
11 脳の活動を知るインタフェースに特徴がある特許

情報を取り上げました。顔面皮膚温度を測って脳活

動を推定、潜在意識の推定などが含まれています。 

意志を伝えるインタ

フェース 
13 脳波などの脳活動で意思伝達を図るインタフェー

スに関する特許情報を取り上げました。文字入力や

意図推定だけでなく無意識学習や脳機能訓練も含

まれています。 
５感と感覚のインタ

フェース 
21 五感機能の計測や視覚、聴覚、味覚、あるいは、ひ

との感情などにインタフェースを意味づけた特許

情報を取り上げます。 
自動車とのインタフ

ェース 
24 自動運転や運転支援など、自動車に関する特許情報

を取り上げました。ドライバの覚醒確認や自動車走

行制御などが含まれています。 
健康生活を生み出す

ビジネス 
21 睡眠や体調推定など健康生活に脳活動を活かすこ

とに着目した特許情報を取り上げました。 

BMI が生み出すビ

ジネス 
8 脳活動を利用するビジネスの具体例を取り上げま

した。結婚相手探しやネットショッピング、ベッド

やいす、空調の制御など、BMI が生み出す様々な

ビジネスの具体例を取り上げました。 
脳や神経の病気、リ

ハビリへの活用 
10 リハビリや視覚、聴覚の検査などに BMI が利用さ

れている特許情報を取り上げました。BMI をフィ

ードバックする点に特徴がある発明群です。フィー

ドバックせず単に脳活動を検出するだけの特許情

報は除いています。 
参考になる観点 4 研究開発の参考になると思われる特許情報を取り

上げました。脳活動量初期値を基準に代理計測によ

り脳活動量を推定、風呂場の事故を防ぐシステム

や、バーチャル、AR と脳活動を組み合せる技術の

ほか、脳血流スカラ量とベクトル量の統合による見

える化技術も含めています。 

                                  （計 112件） 
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脳活動を知る 
インタフェース 

☞P.1 

意志を伝える 
インタフェース 

☞P.27 

５感と感覚の 
インタフェース 

☞P.61 

自動車との 
インタフェース 

☞P.109 

健康生活を 
生み出すビジネス 

☞P.165 BMIが生み出す 
ビジネス 
☞P.217 

脳や神経の病気、
リハビリへの活用 

☞P.235 

参考になる 
観点 

☞P.257 
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アングルの定義 
脳の活動を知るインタフェースに特徴がある特許情報を取り上げました。顔面皮膚温度を測って脳活動を推
定、潜在意識の推定などが含まれています。 

脳活動を知る 
インタフェース 
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公開特許ＪＰ抄録
特開2017-23548
（Ｐ２０１７－２３５４８Ａ）

(43)公開日  平成29年(2017)2月2日審査請求  未請求  請求項の数4  ＯＬ （全17頁）

(21)特願2015-146988

(22)平成27年(2015)7月24日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   A61B   5/055   (2006.01) 4C096             A61B    5/05       382  

【Ｆターム】4C096 AA20  AC01  AD06  AD14  
                  BA42  DC40  

(71)出願人  国立研究開発法人情報通信研究機構 東京都小金井市貫井北町４－２－１
(72)発明者  春野  雅彦

(54)【発明の名称】推定方法および推定システム

(57)【要約】

【課題】被験者の状態を従来よりも正確に推定する推定

方法を提供する。

【解決手段】被験者が有する状態を推定するための推定

方法は、当該状態に相関し得る知覚刺激を各被験者に対

して与えたときに計測される時系列の脳活動情報を、当

該被験者の脳内の互いに異なる各領域について取得する

ステップ（Ｓ１）と、各被験者について、当該被験者の

脳内の各領域から得られた脳活動情報のそれぞれの時間

的な変化と、当該被験者に与えられ知覚刺激の時間的な

変化との間のそれぞれの類似度からなる類似度群を算出

するステップ（Ｓ３）と、予め定量化されている各被験

者の状態と、各被験者に対応する類似度群とを用いて、

類似度群と被験者の状態との間の相関関係を学習するス

テップ（Ｓ４）とを備える。

【選択図】図１

【技術分野】

【０００１】

本開示は、被験者の脳内から得られた脳活動情報を用い

て、被験者の状態を推定する技術に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

被験者が有する状態を推定するための推定方法であって

、

前記状態に相関し得る知覚刺激を各被験者に対して与え

たときに計測される時系列の脳活動情報を、当該被験者

の脳内の互いに異なる各領域について取得するステップ

と、

各被験者について、当該被験者の脳内の各領域から得ら

れた前記脳活動情報のそれぞれの時間的な変化と、当該

被験者に与えられ前記知覚刺激の時間的な変化との間の

それぞれの類似度からなる類似度群を算出するステップ

と、

予め定量化されている各被験者の状態と、各被験者に対

応する前記類似度群とを用いて、前記類似度群と被験者

の状態との間の相関関係を学習するステップとを備える

、推定方法。

【請求項２】

前記推定方法は、前記相関関係を利用して、新たな被験

者について算出された前記類似度群から当該新たな被験

者の状態を推定するステップをさらに備える、請求項１

に記載の推定方法。

【請求項３】
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特開2017-23548(2)

各被験者の各脳活動情報は、時系列の第１数値群として

表され、

各被験者に与えた前記知覚刺激は、時系列の第２数値群

として表され、

前記算出するステップは、前記第１数値群と前記第２数

値群とのうち互いに同じ時刻に対応する数値同士のそれ

ぞれを掛け合わせ、当該掛け合わせた結果を足し合わせ

て前記類似度を算出する、請求項１または２に記載の推

定方法。

【請求項４】

被験者が有する状態を推定するための推定システムであ

って、

前記状態に相関し得る知覚刺激を各被験者に対して与え

たときに計測される時系列の脳活動情報を、当該被験者

の脳内の互いに異なる各領域について取得する取得部と

、

各被験者について、当該被験者の脳内の各領域から得ら

れた前記脳活動情報のそれぞれの時間的な変化と、当該

被験者に与えられ前記知覚刺激の時間的な変化との間の

それぞれの類似度からなる類似度群を算出する算出部と

、

予め定量化されている各被験者の状態と、各被験者に対

応する前記類似度群とを用いて、前記類似度群と被験者

の状態との間の相関関係を学習部とを備える、推定シス

テム。
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アングルの定義 
脳波などの脳活動で意思伝達を図るインタフェースに関する特許情報を取り上げました。文字入力や意図推
定だけでなく無意識学習や脳機能訓練も含まれています。 

意志を伝える 
インタフェース 
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公開特許ＪＰ抄録
特開2017-76193
（Ｐ２０１７－７６１９３Ａ）

(43)公開日  平成29年(2017)4月20日審査請求  未請求  請求項の数8  ＯＬ （全34頁）

(21)特願2015-202275

(22)平成27年(2015)10月13日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   G06T   7/00    (2017.01) 4C096             G06T    7/00       300 F
   A61B   5/055   (2006.01) 5L096             G06T    7/00       350 C
                                              A61B    5/05       380  
                                              A61B    5/05       382  

【Ｆターム】4C096 AA20  AB41  AD14  DC40  
            5L096 AA13  EA12  EA39  FA23  
                  FA32  FA34  FA35  FA74  

(71)出願人  株式会社国際電気通信基礎技術研究所 京都府相楽郡精華町光台二丁目２番地２
(72)発明者  神谷  之康（外1名）

(54)【発明の名称】脳活動解析装置、脳活動解析方法および脳活動解析プログラム

［続きあり］

(57)【要約】

【課題】被験者が、デコーダのトレーニングの中で使用

されなかった物体を含むような物体画像を見ているある

いは想像している間に測定された脳活動信号から、物体

のカテゴリを識別することが可能な脳活動解析装置を提

供する。

【解決手段】脳活動解析装置は、汎用画像データベース

４０００内の複数の参照画像データについて、視覚特徴

ベクトルを抽出する特徴ベクトル抽出部３０１６と、被

験者の脳活動パターンから推定した推定視覚特徴ベクト

ルを生成するための特徴ベクトル予測部３０１４と、抽

出された視覚特徴ベクトルと推定視覚特徴ベクトルとの

相関の大きさに基づいて、対象者の脳内の所定領域に生

じている脳活動パターンに対応する物体のカテゴリを識

別する識別処理部３０２０とを備える。

【選択図】図３

【技術分野】

【０００１】

この発明は、脳機能画像法を用いた脳活動解析装置およ

び脳活動解析方法に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

画像に含まれる物体のカテゴリ情報が関連付けられた複

数の参照画像データを格納する画像データベースと、

前記参照画像データについて、視覚特徴ベクトルを抽出

する視覚特徴抽出部と、

対象者の脳内の所定領域における脳活動を示す信号を測

定するための脳活動検知装置からの信号を受信するため

のインタフェースと、

複数の試験画像を被験者に提示した際に、被験者の脳内

の所定領域における脳活動を示す信号として予め測定さ

れた信号に基づく機械学習により、脳活動パターンから

推定した推定視覚特徴ベクトルを生成するための特徴予

測手段と、

前記視覚特徴抽出部により抽出された視覚特徴ベクトル

と、前記推定視覚特徴ベクトルとの相関の大きさに基づ

いて、前記対象者の前記所定領域に生じている脳活動パ

ターンに対応する物体のカテゴリを識別する識別手段と

を備える、脳活動解析装置。

【請求項２】

前記画像データベース中に格納される参照画像データの

物体のカテゴリの数は、前記被験者に提示した前記試験

画像における物体のカテゴリの数よりも多い、請求項１

28 NeoTechnology
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特開2017-76193(2)

記載の脳活動解析装置。

【請求項３】

前記特徴予測手段の機械学習に使用され、前記試験画像

に対応する視覚特徴ベクトルは、同一のカテゴリに属す

る複数の参照画像データに対する視覚特徴ベクトルを平

均したものである、請求項１または２記載の脳活動解析

装置。

【請求項４】

前記視覚特徴抽出部は、多層構造を有する畳込みニュー

ラルネットワークである、請求項１～３のいずれか１項

に記載の脳活動解析装置。

【請求項５】

前記特徴予測手段が予測する前記推定視覚特徴ベクトル

は、前記畳込みニューラルネットワークの中間の層の発

火パターンから抽出された特徴量である、請求項４記載

の脳活動解析装置。

【請求項６】

前記特徴予測手段が予測する前記推定視覚特徴ベクトル

は、ＳＩＦＴ＋ＢｏＦによる画像特徴ベクトルである、

請求項１～３のいずれか１項に記載の脳活動解析装置。

【請求項７】

対象者の脳内の所定領域における脳活動を示す信号を測

定するための脳活動検知装置からの信号に基づいて、演

算装置が、前記対象者が視認しているまたは想像してい

る物体のカテゴリに識別を行うための脳活動解析方法で

あって、

前記演算装置が、複数の試験画像を被験者に提示した際

に、被験者の脳内の所定領域における脳活動を示す信号

として予め測定された信号に基づいて、脳活動パターン

から推定視覚特徴ベクトルを推定する処理を機械学習す

るステップと、

前記演算装置が、前記脳活動検知装置からの信号に基づ

いて、推定視覚特徴ベクトルを推定するステップと、

前記演算装置が、画像に含まれる物体のカテゴリ情報が

関連付けられた複数の参照画像データを格納する画像デ

ータベースにより前記参照画像データに対して抽出され

た視覚特徴ベクトルと、前記推定視覚特徴ベクトルとの

類似度の大きさを算出するステップと、

前記演算装置が、算出された前記類似度の大きさに基づ

いて、前記対象者の前記所定領域に生じている脳活動パ

ターンに対応する物体のカテゴリを識別するステップと

を備える、脳活動解析方法。

【請求項８】

対象者の脳内の所定領域における脳活動を示す信号を測

定するための脳活動検知装置からの信号に基づいて、前

記対象者が視認しているまたは想像している物体のカテ

ゴリに識別を行う処理をコンピュータに実行させるため

の脳活動解析プログラムであって、

前記コンピュータの演算装置が、複数の試験画像を被験

者に提示した際に、被験者の脳内の所定領域における脳

活動を示す信号として予め測定された信号に基づいて、

脳活動パターンから推定視覚特徴ベクトルを推定する処

理を機械学習するステップと、

前記演算装置が、前記脳活動検知装置からの信号に基づ

いて、推定視覚特徴ベクトルを推定するステップと、

前記演算装置が、画像に含まれる物体のカテゴリ情報が

関連付けられた複数の参照画像データを格納する画像デ

ータベースにより前記参照画像データに対して抽出され

た視覚特徴ベクトルと、前記推定視覚特徴ベクトルとの

類似度の大きさを算出するステップと、

前記演算装置が、算出された前記類似度の大きさに基づ

いて、前記対象者の前記所定領域に生じている脳活動パ

ターンに対応する物体のカテゴリを識別するステップと

、

をコンピュータに実行させる、脳活動解析プログラム。
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ＩＰＣ／ＦＩガイド 
 
深掘した調査を行う上でのガイドとしてもご利用いただけます。深掘調査には特許分類 IPC（国際特許

分類）や日本特許庁独自の FI（ファイルインデックス）を使うと便利です。この IPC/FI ガイドでは、本

書で実際にとりあげた全アングルの特許情報に用いられている IPC と FI を抽出し、掲載しています。実

際の公報に付与されている IPC と FI を知り、それに基づいて類似の公報を探る場合の手がかりとしてご

利用いただくことを目的としています。IPC、FI の説明は「特許情報プラットフォーム」をご参照くださ

い。 

「特許情報プラットフォーム」https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

ブレイン・マシン・インタフェース BMIの用途展開 上位 5位のＩＰＣ／ＦＩ 

・ 頻出度上位 5 位までを掲載しています。 
・ IPC は発明情報、付加情報の区別なく集計しています。 
・ FI は公報フロントページではなく、審査経過情報に付与されている FI を記載しています。編集時点で審査経過

情報の無いものは除いています。 
 

 

脳活動を知るインタフェース：11 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61B  5/0476 

A61B   5/055  

G06F   3/01   

A63F  13/212  

A61B   5/01  

以下続く  

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20140101) 

(20060101) 

4 

4 

3 

2 

1 

A61B  5/05   382   

A61B  5/04   322   

A63F 13/212        

A61B  5/00   101K  

A61B  5/02   800D 

以下続く 

4 

3 

2 

1 

1 

     

 

意志を伝えるインタフェース：13 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61B  5/0476 

G06F   3/01   

A61B  5/0484 

A61B  5/0408 

A61B  5/0478 

以下続く 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

7 

7 

3 

2 

2 

A61B  5/04   322   

G06F  3/01   515   

A61B  5/04   320M  

G06F  3/01   310B  

A61B  5/04   320Z 

以下続く 

5 

4 

3 

3 

2 
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掲載特許一覧表 
公報番号昇順 

 
公報番号 出願人 発明の名称 出願日 アングル 

特開 2015-091359 株式会社国際電気通信基礎技
術研究所 

脳機能訓練装置および脳機能
訓練プログラム 

2014/12/25 意志を伝えるイ
ンタフェース 

特開 2015-130907 株式会社ニコン 音楽再生装置、音楽情報共有
システム、および音楽再生プ
ログラム 

2014/01/09 五感と感覚のイ
ンタフェース 

特開 2015-132671 国立研究開発法人情報通信研
究機構 

ニューロフィードバックを用
いた無意識学習法 

2014/01/10 意志を伝えるイ
ンタフェース 

特開 2015-136380 エーエムイー株式会社 睡眠状態モニタリングシステ
ム 

2014/01/20 健康生活を生み
出すビジネス 

特開 2015-139454 学校法人同志社 時系列データの類似部分抽出
方法 

2014/01/27 脳活動を知るイ
ンタフェース 

特開 2015-156890 サッポロビール株式会社 香りの嗜好性評価方法 2014/02/21 五感と感覚のイ
ンタフェース 

特開 2015-156891 サッポロビール株式会社 香りの覚醒感評価方法 2014/02/21 五感と感覚のイ
ンタフェース 

特開 2015-162837 学校法人 中央大学 音補正出力システム及び音補
正出力装置 

2014/02/28 五感と感覚のイ
ンタフェース 

特開 2015-171499 サッポロビール株式会社 食感刺激評価方法 2014/03/12 五感と感覚のイ
ンタフェース 

特開 2015-177976 富士通株式会社 動的な環境適合 2015/03/13 健康生活を生み
出すビジネス 

特開 2015-192870 キッセイコムテック株式会
社,国立大学法人信州大学 

意図推定方法、意図推定用プ
ログラムおよび意図推定装置 

2015/03/24 意志を伝えるイ
ンタフェース 

特開 2015-196058 アイチエレック株式会社 ベッド操作支援装置 2014/04/03 BMI が生み出す
ビジネス 

特開 2015-202314 トヨタ自動車東日本株式会社 室内装備品の視認性判定装置
及び視認性判定方法並びに該
視認性判定方法を記録した記
録媒体 

2014/04/16 自動車とのイン
タフェース 

特開 2015-205042 国立大学法人北見工業大学,
学校法人慶應義塾 

リハビリテーション装置 2014/04/21 脳 や 神 経 の 病
気、リハビリへ
の活用 

特開 2015-211705 公益財団法人ヒューマンサイ
エンス振興財団 

ＢＭＩ運動補助装置 2014/05/01 意志を伝えるイ
ンタフェース 

特開 2015-217098 国立大学法人長岡技術科学大
学,コニカミノルタ株式会社 

洞察力発揮状態判定装置及び
洞察力発揮状態判定方法 

2014/05/16 脳活動を知るイ
ンタフェース 

特開 2015-219762 国立大学法人電気通信大学 文字入力装置及び文字入力シ
ステム 

2014/05/19 意志を伝えるイ
ンタフェース 

特開 2015-229040 株式会社電通サイエンスジャ
ム 

感情分析システム、感情分析
方法および感情分析プログラ
ム 

2014/06/06 五感と感覚のイ
ンタフェース 

特開 2016-002109 パナソニックＩＰマネジメン
ト株式会社 

活動評価装置、評価処理装置、
プログラム 

2014/06/13 脳 や 神 経 の 病
気、リハビリへ
の活用 

特開 2016-013181 パナソニック株式会社,学校
法人慶應義塾 

リハビリテーションシステム
およびリハビリテーションシ
ステムの制御方法 

2014/06/30 脳 や 神 経 の 病
気、リハビリへ
の活用 

特開 2016-028730 ナイトバランス ベー．フェ
ー． 

睡眠姿勢矯正のための装置 2015/10/08 健康生活を生み
出すビジネス 

特開 2016-036582 マツダ株式会社,公立大学法
人広島市立大学 

自動車の外界認知性計測シス
テム 

2014/08/08 自動車とのイン
タフェース 

特開 2016-045815 岩井 泰章 仮想現実提示システム、仮想
現実提示装置、仮想現実提示
方法 

2014/08/26 参考になる観点 
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